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M A C H I D A ' S  L I V I N G  T H I N G P R E S E R V E  N A T U R E

M AC H I DA  S U M M E R  S P E C I A L  I

C O E X I S T E N C E  W I T H  N AT U R E

外来種、特に
ウシガエルが入るとヤゴや他の
生きものを食べ、元々生息している
生きものが減り、自然環境が大き
く変わってしまいます

水
辺
の
生
き
も
の

鳥
メジロ
通年
全長約12cm。目の
周りが白く、体色は
黄緑色。梅や桜な
ど冬から春にかけ
て咲く木の花の蜜
を好む。

オオルリ
夏

全長16.5cm。山地
の渓流沿いでよく見
られる。メスは地味
な色彩だが、オスは
濃いブルーの背中
に白いおなか。

キビタキ
夏

全長13.5cmの夏
鳥。オスは鮮やかな
黄色が目立ち、メス
は地味な暗緑色。
木の穴、建物のすき
間などに巣をつくる。

カルガモ
通年
全長60cm。全体に
黒褐色で、顔は
白っぽく、二本の黒
褐色線がある。河
川、池沼、海上など
水辺に棲む。

魚など
シマドジョウ

通年
絶滅危惧Ⅱ類。河
川の汚染が進んだ
昭和50年代に多く
が姿を消した。清
流の平瀬から淵の
砂底を好む。

モツゴ
通年

池や湖に生息する
淡水魚で、別名ク
チボソ。環境変化
や水の汚れに強く、
底生動物や付着藻
類を食べる。

オイカワ
通年
シリビレが大きく、
産卵期の雄には鮮
やかな婚姻色が現
れる。昆虫や石に
付着したけい藻な
どを食べる。

サワガニ
通年

甲幅約25mm。紫黒
色や茶褐色、乳白色
などの体色がある。
河川上流域に生息、
砂礫や小石の多い
場所を好む。

虫
ミドリシジミ

6～8月
前翅長16～23mm。
緑に輝く美しいオス
に対し、メスは黒で、
青や赤の紋があるも
のやないものなど個
体変異がある。

カブトムシ
6～8月

体長32～53mm。
オスは光沢のある黒
褐色～赤褐色で、頭
部に立派な角をもつ
がメスは角をもたず、
茶褐色。

アカスジキンカメムシ
夏
大きさ17～20mm。
緑色地に赤色の模
様が美しい大型の
カメムシ。死ぬと、暗
緑色になる。比較的
臭さは少ない。

トゲアリ
4～10月

全長6～8mm（働
きアリ）。黒色で赤
褐色の胸部に3対
の鋭いトゲを持つ。
朽木の内部などに
巣をつくる。

その他の生きもの
ニホンアナグマ

通年
爪は鋭く、体型はず
んぐりとして、食性
はタヌキとほぼ同
じ。巣穴を掘り、冬
は約5ヵ月間冬眠
する。

イノシシ
3～9月

黒茶色の硬毛で覆
われ、吻は円筒状
に突出。夜行性で
根菜類が主食。町
田では相原などで
確認されている。

ニホンカナヘビ
3～9月

全長約16～25cm。
トカゲの仲間で、森
林や草地、耕作地
に生息。性質はおと
なしく、飼育下では
よく慣れる。

アオダイショウ
3～9月

農地や人家の近く
でも見られる。昼間
に活動する。繁殖
は5～6月、夏に雌
は7～20個程の卵
を産む。

02町
田
市
内
で
は
自
然
保
全
や
生
き
も
の
を
守
る
活
動
も
多
数
進
め
ら
れ
て

い
る
。エ
コ
ネ
ッ
ト
町
田
で
は
恩
田
川
・
真
光
寺
川
・
境
川
の
定
期
清
掃
や
ご
み

減
量
な
ど
環
境
改
善
の
活
動
、近
隣
小
中
学
校
へ
の
環
境
学
習
を
展
開
。そ

の
一
部
会
で
あ
る
真
光
寺
川
を
清
流
に
す
る
会
で
は
、真
光
寺
川
の
清
掃
や

年
に
1
度
真
光
寺
川
ま
つ
り
を
開
催
し
、川
に
親
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

N
P
O
法
人
鶴
見
川
源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、恩
田
川
の
会
、 

わ
ん
ど
の

会
、 

鶴
見
川
源
流
自
然
の
会
な
ど
11 

の
市
民
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、保

全
、調
査
、教
育
活
動
で
豊
か
な
自
然
を
将
来 

へ
継
承
し
て
い
る 

。鶴
見
川

源
流
保
水
の
森
、み
つ
や
せ
せ
ら
ぎ
公
園
、小
山
田
緑
地
、高
ヶ
坂
松
葉
調

整
池
で
も
連
携
活
動
を
進
め
て
い
る
。

地
域
住
民
が
協
力
し
て
取
り
組
む

保
全
活
動
も
あ
る
。小
山
田
桜
台
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、年
々
透
明

度
が
下
が
り
、外
来
種
が
増
え
つ
つ

あ
る
谷
戸
池
公
園
の
水
質
改
善
や
周

辺
区
域
の
清
掃
、タ
マ
ム
シ
の
餌
と
な

る
腐
敗
し
た
桜
の
幹
を
確
保
し
て
タ

マ
ム
シ
の
保
護
を
行
う
な
ど
、精
力
的

に
活
動
し
て
い
る
。

小
山
の
ホ
タ
ル
と
自
然
を
守
る
会

は
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
片
所
谷
戸
と

そ
の
周
辺
の
自
然
保
護
を
目
的
に

1
9
9
8
年
に
片
所
町
内
会
の
会
員

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。 

毎
月
、草

刈
り
や
清
掃
を
実
施
し
、谷
戸
の
景

観
・
環
境
保
持
と
安
全
確
保
を
行
っ

て
い
る
。

自
然
を
守
る

町田でも自然環境が変化
し、国蝶であるオオムラ
サキも減少している

子どもたちも多数参加する真光寺川
を清流にする会の川まつり（右）と鶴
見川源流ネットワークのこども交流会

「
生
き
も
の
発
見
レ
ポ
ー
ト
」募
集
！

ス
マ
ホ
で
の
生
き
も
の
調
査
に

ご
協
力
を

町
田
市
で
は
、市
内
の
ど
こ
に
、ど
ん
な
生

き
も
の
が
い
る
か
を
調
査
す
る
た
め
、皆
さ

ん
か
ら
野
生
の
生
き
も
の
の
写
真
と
見
つ
け
た

場
所
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
に
、市

民
通
報
ア
プ
リ「
ま
ち
ピ
カ
町
田
く
ん
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、生
き
も
の

発
見
レ
ポ
ー
ト
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
調
査
対
象
の
生
き
も
の
は
、野
生
の

ほ
乳
類
、鳥
、両
生
類
、は
虫
類
、魚
、野
草
9
種
類
、昆
虫
8
種
類
。

送
っ
て
い
た
だ
い
た
素
敵
な
写
真
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ

れ
る
か
も
！（
乱
獲
・
盗
掘
を
避
け
る
た
め
、貴
重
な
生
き
も
の
の
生
息
地

は
公
表
し
ま
せ
ん
）

町
田
に
は
鶴
見
川
・
境
川
の
源
流
が
あ

り
、ヒ
ガ
シ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
源
流
域

の
き
れ
い
な
水
に
生
息
す
る
稀
少
な
魚

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。市
街
地
の
川
で
は

モ
ツ
ゴ
、オ
イ
カ
ワ
、コ
イ
、ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、ク

ロ
ダ
ハ
ゼ
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、貴
重
な
ホ

ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
に
出
会
え
る
こ
と
も
。薬

師
池
は
生
態
系
が
川
と
異
な
り
、モ
ツ
ゴ

や
ス
ジ
エ
ビ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。一
方
、

ト
ン
ボ
も
池
と
川
と
で
見
ら
れ
る
も
の
が

異
な
り
、夏
の
川
で
見
ら
れ
る
ハ
グ
ロ
ト
ン

ボ
は
黒
い
翅
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
て
飛
ぶ
姿

が
実
に
優
雅
。ま
っ
す
ぐ
に
飛
ぶ
シ
オ
カ

ラ
ト
ン
ボ
は
薬
師
池
な
ど
止
ま
っ
た
水
辺

で
観
察
で
き
る
。

守
ろ
う
、絶
滅
危
惧
種

里
山
や
谷
戸
の
緑
が
深
い
と
こ
ろ
で
は
、

運
が
良
け
れ
ば
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
や
ノ
ウ
サ

ギ
に
出
会
え
る
こ
と
も
。
一
方
、
田
ん
ぼ

で
見
ら
れ
る
カ
エ
ル
は
ア
マ
ガ
エ
ル
や
ト
ウ

キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
な
ど
。
田
ん
ぼ
が
減

少
し
て
い
る
今
日
、
町
田
に
い
る
カ
エ
ル
の

中
に
は
絶
滅
危
惧
種
も
あ
り
、
そ
の
他
市

内
に
は
ム
サ
サ
ビ
を
は
じ
め
、
約
60
種
類

以
上
の
絶
滅
危
惧
種
が
貴
重
な
命
を
つ

な
い
で
い
る
の
だ
。

ヤマトタマムシ

地元住民が中心となって水質改善を
進めている谷戸池。市の協力も得て官
民一体の保全活動が進められている

ゲンジボタル

ハグロトンボ ホトケドジョウ

ニホンノウサギ

町田で見られる野生の生きもの
様々な場所でたくさんの生きものに出会えます。緑地では木々の影に隠れて見つけるのが大変ですが、水辺では比較的容易に生きもの
探しが楽しめます。また、忠生公園内のがにやら自然館には標本の展示もあり、生きもののスペシャリストが自然観察会を担当します！

は
ね

「生きもの発見レポート」に関するお問い合わせ： 町田市環境・自然共生課　042-724-4391

ふん

画像提供　境川写友会（尾地康正、稲田博司）　池田倫子


